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 今日は人間関係について話をしたいと思います。皆さんは大人になったら人間関係に悩むことなどな

いと思っていると思います。けれどもそんなことはありません。私は今でも悩むことがあります。なの

で、大前提として生きている間は人間関係に悩まなくなることは「ない」と思ってください。それが人間

です。 

 

 相変わらず悩みますが、それでも歳を重ねて少しだけ上手く悩めるようにはなりました。そのコツを

皆さんに伝授します。まずは「言葉」です。悩んだ時、私を救ってくれた、言葉をいくつか紹介します。 

 

「過去と他人は変えられない。変えられるのは自分と自分の未来だけ」自分にはどうにもできない過去

のことや他人に関して深く悩むのはやめようと思いました。 

「１０年たてば笑い事」今どんなに辛くても、悔しくても、恥ずかしくても、大抵のことは１０年もたて

ば笑いながら経験として語れるものです。 

「人には謝る責任と許す責任がある」友達を傷つけ、絶対許さないと絶交されて、悩んでいた私に別の友

人が言ってくれた言葉です。「あなたが本気で謝ったなら、後は相手が許す責任を果たすべきだ」と。 

 

 私は苦しいとき、本を読みます。言葉を探します。自分の心に響く、自分を救う言葉を探します。そう

して見つけたいくつかの言葉が確実に私を救ってくれました。 

 

 もう一つ人間関係の悩みを克服する最大の特効薬があります。「もっと別なことに悩むこと」です。人

づきあいが苦手だった私は高校３年生の後半。人間関係で悩むことは一切なくなりました。そんなこと

よりもっと苦しいことがあったからです。「受験」でした。 

必死で勉強していたら「相手が自分をどう見ている」とか全く気にならなくなりました。そして「許せな

い」と思っていたことも、「どうでもいいこと」に変わりました。自分自身が何かに精一杯取り組んでい

る時、人は他者を認めることができるということにその時初めて気が付きました。 

クラスの友人たちと自然な会話ができるようになりました。 

 

 「言葉」を知ること。そして「何かに一生懸命取り組むこと」私はそんな風に人間関係の悩みと付き合

ってきました。今、人とうまく関われずに悩んでいる人がいたら、どちらかを試してみてください。 

 

 夏休みどうでしたか？ボランティアに挑戦した人。学校説明会の運営をした人。福島原発に視察に行

き、防災について考えた人。インターンシップに挑戦した人。部活を精一杯やったという人。進路に向け

て精一杯取り組んだという人。沢山いましたね。去年より、一昨年より多くの生徒が外部の活動に参加し

ています。本当によく頑張りました。２学期もどうか様々な挑戦を続けてください。 

そして、２学期は落ち着いて学習ができる期間です。毎年この期間に大きく成績を伸ばす生徒がいま

す。学校は学びの場です。我々教員は夏休みの間、研修や研究会に参加し、教材研究をしました。２学期、

良い学びが提供できるよう頑張ります。精一杯学び、よい学期にしてください。 


